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村上市総合計画審議会 会議録 

会議名 第４回 村上市総合計画審議会 

年月日 令和３年８月 25日(水) 10:00～11:45 

会 場 村上市役所４階 大会議室 

出席者 

【委員】 

石黒委員、大矢委員、加藤委員、吉川委員、木村委員、斎藤委員、佐々木委

員、佐藤（伸）委員、佐藤（八）委員、宍戸委員（会長）、瀬賀委員、高橋(忠)

委員、土谷委員、八藤後委員、渡邊委員（副会長） 

※欠席 飯塚委員、岩佐委員、川崎委員、髙橋（豊）委員、山村委員、脇坂

委員 

【事務局】 

企画財政課：大滝課長、田中課長補佐、田村副参事、渡辺主査、大倉主査、

後藤主任 

エヌシーイー：木野勢、杵鞭 

議事内容 

 

[進行] 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

会長 
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 〈欠席委員の確認〉 

・飯塚敬太委員、岩佐未紅委員、川崎久委員、髙橋豊明委員、山村千絵委員、

脇坂三重城委員の６名が欠席。 

 

２ 会長挨拶 

 〈あいさつ〉 

 

３ 議事 

（１）基本計画の体系（案）と基本構想（素案）について（資料１） 

（事務局が資料を説明） 

 

どうもありがとうございました。只今資料１に基づきまして、事務局から説

明がございました。 

これにつきまして、委員の皆様からご意見を賜りたいと存じます。 

 

 基本目標が第２次総合計画の時から１つ抜けて５つになったということで

すが、第２次総合計画の基本目標６は、「ひとりひとりが活躍する、市民が主

役のまちづくり」というような定義がされています。一市民としては、やはり

市民が主役ということにこだわりがあるので、この「多様で開かれたまちづく

り」というような形で今回事務局案が提出されましたが、「ひとりひとりが活

躍する、市民が主役のまちづくり」というイメージをやはり大事にしていただ

きたいと思います。 

 

 ありがとうございました。市民が主役という概念については、本日お示しの

案ではどのような考え方で整理されているのでしょうか。 

 

「多様」という言葉の中には、様々な立場、考え方が入っており、この中に

「ひとりひとり」という言葉や「主役」というニュアンスも含まれたようなイ

メージで、案を策定しているところでございます。 
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「ひとりひとりが活躍し、市民が主役のまちづくり」を「多様」という言葉

で表しているということだと思うのですが、最近はこの「多様」という、わか

るようでわからないような意味の言葉がよく使われるのですが、もう少し具体

的に、「多様」という言葉の中身と「多様で開かれた」という連続性の意味を

教えていただきたいです。 

 

おっしゃるとおり、「多様」という言葉は最近多く出てきている言葉でござ

います。先ほどお話しましたとおり、高齢者、障がい者、外国の方など、いわ

ゆる人に関わるものや、企業や団体、組織に関わるもの、あとはやり方、取組

方など、様々なというようなニュアンスのものと承知しております。それぞれ

が連携、協力し合って、物事を進めていく。市役所だけではなく、市民だけで

はなく、手を取り合いながら行政運営を行うなど、村上市をよくしていこうと

いうようなニュアンスで考えております。 

 

「笑顔のまち村上」の下に、「健康で元気な様子」、「いきいき活力のある様

子」などとありますが、読んだ感じでは「様子」がずっと続いているのは違和

感があり、他の言葉でも置き換えられるのではないかと思うのですが、その点

はいかがでしょうか。 

 

これは、あくまでも「笑顔のまち村上」に込められたものが、どのようなイ

メージをしているかということを羅列したものであって、「～の様子」という

ものが、そのまま基本計画になるというものではありません。皆さんがイメー

ジしやすく、こういう風になったらよいというイメージが「笑顔」という言葉

の中に含まれることを、わかりやすく説明するためにはどうしたらよいかとい

う意味で記載していますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

私は、体系案のことでいくつか意見があります。 

まちの将来像の囲みがあります。この中の表現が、資料２のまちの将来像に

ついての説明文に書かれている表現と異なっているので、揃えることを提案し

たいと思いました。私は資料２の表現に揃えた方がよいのではないかと思いま

した。両方同じようなことを言っているのですが、違うように書かれていて少

し混乱すると思ったので、統一した方がよいのではないかと思いました。 

それから、資料１の体系案の政策分野の表現について意見があります。項目

が、資料２の内容と照らし合わせると番号と内容が異なるので、紛らわしいと

思いました。いくつか例を挙げますと、基本目標１の政策分野「⑤地域福祉」

については高齢者福祉や子育て支援、障がい者福祉も含めての概念ではないか

と私は受け取っていたので、どのように分けたのか聞きたいと思いましたし、

もう少し表現を変えた方がよいのではないかと思います。 

それから、基本目標２で、「④環境・エネルギー」と「⑤生活環境」という表

現の「環境」という概念も少し紛らわしいと思いました。この枠内の 11 項目

は、全て生活環境と言えるのではないかという点で紛らわしいと感じました。 

そこで、政策分野の提案ということで、この項目はむしろ基本目標を検討し

てから、その達成のためにどのような政策が必要で、その分野はどこかという

順番で考えていくことが、検討するうえで理解しやすいのではないかと思いま

した。つまり、目標達成のためにどのような政策が必要で、それはどのような

分野かといった順番で考えていった方が検討しやすいのではないかと思いま

す。そうすることは、実務をやっていくうえでも、的確に管轄部署を設定でき

るのではないかと思いました。 

もう一点あります。基本目標の表現についても意見があります。先ほどシン
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プルにという説明がありましたが、シンプルは大事なことかと思いながらも、

目標という考え方で考えると「～のまちづくり」という表現はとても気になり

ました。目標というものは、このような状態にしたいということだと思います。

例えば、「子育てと健康のまちづくり」という表現は、できれば「子育てがし

やすい生活環境を整備して、若い人口層が暮らせるようにする」。また、もう

一つは、多様な健康レベルがありますから、「多様な健康レベルに応じた保健

医療と福祉を提供する生活環境を整えて、子どもから高齢者までがそれを適切

に利用できるようにする」といったように二つに分けて、項目をさらに具体的

に表現するために、簡単に示した言葉とその中に言葉を添えていく方が、何を

目標にどう動いたらよいかということに繋げやすいのではないかと考えまし

た。 

その例として提案したいことが、基本目標２を「自然が豊かで癒される生活

環境を維持する」、「大災害や新興感染症、事件・事故などから生命や財産を守

る生活環境を整備して、より安心な暮らしを送ることができる住民を増やす」

という二つに分けたらどうかということです。 

それから基本目標３については、「市内外の人が定住や交流をしたいという

魅力をつくり出すような産業や観光に振興が図られる」。それが結局賑わいに

も繋がると思います。 

基本目標４については、「市内外の人材が多様な場面で活躍できる生活環境

を整える」または「生涯にわたる学習の機会、教育の機会の公平な維持と拡張

によって文化やスポーツに親しむ喜びを感じる住民を増やす」。 

基本目標５については、先ほど多様という言葉はどうかといった意見が出ま

したが、「多様で開かれた機会と手法、やり方によって市内外の人々の交流が

増える」と「多様で開かれた手法によって行政の運営が行われる」の二つに分

けることで、より政策分野を決める時に、具体的に動けるのではないかと考え

て提案したいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

只今のご意見を踏まえますと、大きく二つあるかと思います。まず一つは、

この資料１と資料２で項目の数が合っていないこと。先ほどの「～の様子」に

しても、資料１では５つの様子が記載されていますが、資料２では４つの様子

となっており、一致していないのではないか、資料２に合わせるべきではない

かということです。確かに資料１は便宜的に作った資料であったとしても、こ

のようなところは合っていないとどっちなのかということになってしまいま

すので、ご指摘として意見を承りたいと存じます。 

もう一つは、具体的な案もお示しいただきましたが、基本目標について、事

務局ではシンプルに「～のまちづくり」というまさにキャッチフレーズのよう

なもので作りましたが、委員からのご意見としては、長くなるかもしれないが、

もう少し詳しく、イメージがつきやすい、まさに目標という言葉に相応しいよ

うなものにしたらどうかというご意見を賜ったと存じます。 

これにつきまして、骨格の部分でありますので、他の委員の皆様からもご意

見を賜りたいと存じます。委員の皆様いかがでしょうか。特にこの基本目標に

ついて、今回事務局はシンプルにという方針で案を作ってきたということで

す。これについて今ご意見が出たところでございますが、委員の皆様はいかが

でございましょうか。 

 

目標は具体的な方がよいと思います。 

また、まちづくりの将来像ということで、「笑顔のまち村上」と書かれてい

ますが、これが別の表現になると何か目標が変わるのか。目標と目指すところ
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については、将来像の部分が詳しくないと目標が立てられないのではないかと

思うのですがいかがでしょうか。 

 

ご意見ありがとうございます。後ほど事務局から考え方を聞きたいと思いま

すが、まず委員の皆様からご意見を賜りたいと存じます。いかがでございまし

ょうか。 

 

まずは、目標が目指す状況を示すべきだというのは、ご意見のとおりだと思

います。まとめ方として、資料２の方を拝見しますと、目標の項目という部分

ともう少し具体的なものが、それぞれの目標にぶら下がっているところもあり

ますので、まとめ方としてシンプルにタイトルを付けて、その中身を資料２で

説明するというやり方もあるのかなという気はいたしました。 

 

ありがとうございます。 

タイトルはシンプルに、そして例えば３ページの（１）でしたら、「子育てし

やすいまちづくりと支え合いが広がるまちづくりにより、健康で安心できる暮

らしの実現を目指します」といったところをもう少し具体的にするということ

です。 

続きましてご意見いかがでしょうか。 

 

会長からご指摘のあった件につきましては、後で意見を述べさせてもらいま

すが、政策分野のところで一つだけ確認と提案をさせてもらってよろしいでし

ょうか。 

基本計画の体系について、基本目標２「豊かで安心なまちづくり」とありま

すが、その中の⑦に「河川・排水路」とあります。ご存じのとおり村上市は日

本海、いわゆる海岸線を持っている市でもあります。約 50 ㎞の非常に長い海

岸線を持っております。そうすると、防災面から捉えれば当然のように海岸も

含まれる。これは地震、津波と直結しますので、政策分野⑦については、海岸

あるいは海岸線でも結構ですので、「海岸」という文言を加えるべきだと思い

ます。大事な防災の分野と考えますので、ご検討をお願いしたいということで

あります。 

それから、先ほど会長からご指示のあった基本目標について、様々なご意見

がありましたが、私は事務局の考え方もズバリだというように思っておりま

す。ただ、全ての基本目標を「まちづくり」という括りで捉えているところに

違和感がある。全て「まちづくり」という捉え方で果たしてよいのかどうか。

具体的な政策に入っていく時に、「まちづくり」ということで括られたものか

ら果たして何が派生していくのか疑問符が残ったというところで、文言的な考

え方ですがそのように思いました。 

あとは、細かく基本目標を分けていくとありますが、これは最終的に資料２

の中である程度盛り込んでいければよいのではないか。目標自体はシンプルに

わかりやすくというのが基本的な考えだと思います。 

 

基本目標２の政策分野の中で、「⑩市街地・景観」とありますが、私は昔の村

上城址があるところに時々登ったりするのですが、やはり景観とそこに開けた

「眺望」という言葉を加えていただきたいと思っています。お城山から海や川

を眺めるのは、また、村上の人たちが住む生活の場を眺めるのは、昔の殿様で

はないのですが、非常に気持ちがよいので、是非「眺望」という言葉を加えて

いただければと思います。 
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皆様のご意見をもっともだと聞いておりました。まちの将来像の「笑顔のま

ち村上」というのは、第２次総合計画では「やさしさと輝きに満ちた」という

前文があったのですが、それが取られたのはなぜかなと思いました。これはあ

った方がよいのではないかと思ったことと、第２次総合計画では基本目標が６

個だったのが５個に減っています。皆さんがおっしゃるとおり５つでもよいの

ですが、第２次総合計画の６個はとてもわかりやすく素敵な文章が書かれてい

ます。でも、それをシンプルにまとめたいという気持ちもわからなくもないし、

「多様」という言葉に一括りにするのも、わかりやすいようなわかりにくいよ

うな難しい部分ではあるのですが、第２次総合計画の基本目標６個とこの５個

を上手に組み合わせて、足して２で割ったような文章にできないものかと思い

ます。そうすれば、上手くまとまるのかと思いました。 

 

言葉のことで、基本目標というのは目標というよりは方針なのかなと思っ

て、目標は具体的に数字があった方がよいとか、期限があった方がよいという

ことはよく聞く話ですが、こちらに書かれている基本目標というものは、やは

り大きな方針の部分で、資料２の「まちづくりの基本目標」と３ページに書い

てあるのも、「目指す」とか「進めることとします」と書いてありますが、これ

も方針なのではないかという、言葉の定義で難しいのですが、目標と方針の違

いというのは、どのように使い分けているのかということを少し思いました。 

会社だと目標は数字とか時期を明確にしましょうという話をするのですが、

このような大きな向かうところというのは、「方針」として普段使っているの

で、その辺の共通認識が多分世の中にはないのかもしれないですが、計画を作

るにあたって大事なことかと思いますので、ご意見させていただきました。 

 

ありがとうございます。 

今まで多数のご意見を委員の皆様から頂戴いたしましたので、ここで一旦、

交通整理をする観点からも、事務局としての考え方を示していただければあり

がたく存じますが、いかがでしょうか。 

 

皆様たくさんのご意見ありがとうございました。 

まず、最初にお話がありました資料１と資料２のまちの将来像の下の書きぶ

りのところですが、若干異なっているところに大きな意図はございません。資

料２のイメージでよろしいかと考えております。 

基本目標の考え方ですが、シンプルな方がよいというご意見、具体的な方が

よいというご意見、真ん中でよいのではないかというご意見、様々いただきま

した。事務局としましては、冒頭にお話ししましたシンプルで伝えやすい、若

い方にも最初のイメージを捉えてもらいやすいというようなところで、基本目

標を設定して、中身につきましては、本日ご用意した資料２のところで伝えて

いきたいと言いますか、２段構えと言ったら変なのですけれども、そのような

作り込みをしておったところでございます。 

また、政策分野でこのような文言がよい、もしくはこのような文言を足した

方がよいというところについては、計画を作るうえで参考にさせていただきた

いと考えております。 

最後に委員からお話がありました基本目標という言葉なのですが、私どもの

方としましては、総合計画における基本目標については、まちの将来像を実現

するための取組の基本的な方向性を示すものということで、作り込みをしてお

りました。 

「やさしさと輝きに満ちた」がなぜ無くなったかというところは、「笑顔」

という言葉について、先ほどはシンプルという話をさせていただきました。「や
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さしさと輝きに満ちた笑顔のまち村上」というものも素晴らしい将来像ではあ

ると思いますが、さらに皆さんに伝えやすい「笑顔のまち村上」というような

伝えやすい、皆で認識して一体的に村上市を盛り上げていこうというところ

で、「笑顔」という言葉に思いを強く込めたというところです。そして、基本

目標の「子育て」であったり、「安心」であったり、「笑顔」、「賑わい」、「郷育」、

「多様」、「輝く」、「魅力」、この辺りも全て「笑顔」に繋がるのではないかと考

えております。 

 

ありがとうございました。 

只今、事務局から現時点での考え方を示してもらったところでございます

が、ちなみにこの資料１というのは、これはあくまでも骨格であって、これが

計画ではないのです。計画というのは、まさに基本構想の資料２の方ですよね。

資料２をわかりやすく概要だけを示したものが資料１というように考えてよ

いのですよね。 

だとしたら、先ほど言ったシンプルか詳細かというある意味一見対立するよ

うな議論に聞こえましたが、よくよく考えてみると、資料２の（１）（２）と書

かれているタイトルはシンプルに、そして丸四角に示されているものがまさに

目標、目指すもの、村上市としてはこれを目指すということがシンプルなタイ

トルだけではわかりづらいので、それをもう少し具体的にすべしというご意見

も踏まえつつ、丸四角の部分をより詳細に書くというようにして、①②③④と

続いていくという構成にすれば、本日皆様からご意見をいただきましたご主旨

にも合うのではないかと、私としては思ったところでございます。 

 

今の話の丸四角というのは、資料１の黒い囲みのことなのですか。子育て・

医療・福祉というそのようなお話でしょうか。もしそうであるとすれば、今の

話に賛同します。 

 

丸四角の部分を、それこそ資料１では、多分事務局はよりぎゅっとまとめて

この黒括弧に変えたと思うのです。でもこの黒括弧は、それ自体はあくまでも

概要であって、本来我々審議会が答申し、そして市として決めてもらう基本構

想はこの丸四角の方なのですよね。というところで申し上げた次第でございま

す。 

 

今のお話は、例えば基本目標１の「～のまちづくり」というタイトルにして、

その丸四角の部分が３つの単語になっていますけれど、ここをもう少し具体的

に表現していく。私も提案したようなそういう形にしていくということであれ

ば、私は賛成です。 

 

ありがとうございました。只今委員からご意見を頂戴したところでございま

す。他の委員の皆様はいかがでしょうか。 

 

言葉の印象なのですが、「笑顔のまち村上」という総合計画の基本的な考え

方は、特に反対というわけではないのですが、この「笑顔のまち」は、村上以

外でも通用するというか、あるいは「笑顔の国日本」でもよいし、非常にシン

プルなのですが、もう少し何かあった方がよいかと思います。そういう印象が

あるということで特にこれに絶対反対というようなことではございません。 

 

ありがとうございます。 

もう一つの論点となっております「まちの将来像」について、委員の皆様か
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らご意見を賜りたいと存じます。いかがでございましょう。 

では私から。確かに「笑顔のまち」は、私は悪くないと思います。やはり事

務局が説明するとおり、全ては「笑顔」に集約される、ですから間違ってはい

ない。ただ、第２次総合計画のまちの将来像でも使われている言葉であって、

その前にあった言葉がごっそり抜けてしまったというところに、委員の皆様か

らもご意見が出ていたと思います。ですから、例えば「笑顔のまち」について、

もしも「笑顔」を活かしたいのであれば、「笑顔あふれるまち村上」というよ

うに、「笑顔のまち」をただ単にそのままそっくり使うのではなく、少し変え

てみて「笑顔」という言葉と「村上」という言葉を共に使って、他の言葉にで

きないかなというように、もう一度考えていただけたらと思います。委員の皆

様いかがでしょうか。ご意見を賜りたいと存じます。 

 

おっしゃるとおりだと思います。「笑顔」の後に「あふれる」とか「満ちた」

とか「笑顔」に何か付けるのはよいかと思います。 

 

私は、第２次総合計画の将来像は委員の方が色々ご苦労して作られた表現だ

とは思いますが、「笑顔のまち村上」とシンプルでもよいのではないかと思い

ます。やはり「笑顔」とかそのような表現で将来像を描くのは、少しぼやっと

した感じかと思うのですが、いわゆる幸福を追求する権利を出すようなまちと

いうような、そうすると心地よくて皆が笑顔になると、そのように考えれば、

「笑顔のまち村上」というところである意味少し妥協すると言いますか、その

ように思います。 

ただ、前回の計画を引き継いでというお話が冒頭からあるのですが、やはり

時代の背景などが色々変わってきたりすることもあって、細かい表現というよ

りは大きな方向性が大きく違わなければよいのかと、今までの経過を考えて思

っています。冒頭には「笑顔のまち村上」という表現は曖昧ではないかと思っ

てずっと見てきたのですが、今はそのように考えています。 

 

大変ありがとうございました。 

ここで情報提供をさせていただきたいと思います。第１次総合計画の将来像

は「元気 e まち村上」、そして第２期次総合計画が「やさしさと輝きに満ちた

笑顔のまち村上」ということでございます。「元気 e まち村上」については、

賛否両論がありました。それから「やさしさと輝きに満ちた笑顔のまち村上」

については、長いと言われました。審議会の冒頭で市民憲章を読み上げますが、

この市民憲章を作った時にも、どこのまちでもあり得る内容だというようなこ

とを言われました。 

ですが、市民憲章を作る時には、５つのまちが合併し、皆それぞれに故郷を

持っていて、その故郷に持つ村上のイメージは全くひとりひとり異なります。

ですので、一つの言葉に多様な考え方を持つ、例えばＡさんとＢさんが「笑顔」

にイメージするものは違って当たり前なのです。そこをもう少しお考えいただ

きたいと思います。様々な考え方があってよいではないか、そのような思いが

この「笑顔」の中には含まれていて、先ほど事務局がシンプルにと言ったのは

そのようなこともあるのです。その文字を見てどのようなイメージをされるか

というのは人それぞれ違っているのだけれど、やはり村上をよいまちにしよう

という意味で「笑顔」という言葉に集約して、一つ一つに込められたものは違

うのだけれども、短くまとめれば様々な考え方ができるというようにしたのが

この文字であって、それ以上の言葉はないと私は考えますが、「あふれる」と

いう言葉が付いた方がよいとご意見をいただくのならば、その方がよいのかと

思います。 
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今の説明を聞いて、もっともだなと思いました。先ほど「笑顔あふれる」と

か「笑顔満ちた」とか言いましたが、確かに「笑顔のまち村上」という言葉に

込めた意味はすごく広いので、気持ちは半分半分です。確かにシンプルの方が

訴えるものは大きいし、長くなればなるほどあまり伝わらないということは当

たり前のことなのですが、気持ちは半々です。 

 

私は第１次総合計画と第２次総合計画の策定にも関わらせていただいたの

ですが、今委員がおっしゃったように、言葉を短くするということは簡単なよ

うなのですが、実はすごく重みがあることだと思うのです。第２次総合計画か

ら第３次総合計画に向けてわかりやすく、でも様々なことが想像される言葉

を、例えば将来像なら「笑顔」で表記したし、基本目標も６つから５つになっ

たのも、その中でわかりやすくまとめたのだと思います。ですから、私は第３

次総合計画はわかりやすい形で、でも様々な想像がつく言葉してよいと思いま

す。これから具体的な施策に関する議論が出てくると思うので、そこで皆さん

が思うことを反映させていく。将来像、基本目標については、とてもわかりや

すくて私はよいのではないかなと思います。 

 

今、資料１のまちの将来像の下の表現を拝見していたのですが、これを先ほ

ど委員がおっしゃった資料２のまちの将来像の下の姿と統一するというのは、

私もわかりやすくてよいと思います。そのうえで、「健康で元気な様子」、「い

きいき活力のある様子」など、「様子」でおしまいにすると国語辞典的な表現

かなというような印象を持ってしまったので、例えば「笑顔のまち村上」の下

の表現を、「健康で元気なまち」、あるいは「いきいき活力のあるまち」という

ような表現に置き換えてみると、もう少し具体化したイメージになるかと思い

ます。表現の問題ですけれど、少し国語辞典的な印象を受けたので、少しそこ

を変えることでまた違うと思いましたので、ご検討をいただければと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

ありがとうございました。 

それでは恐れ入ります。この議論は大分煮詰まってきたのではないかと思わ

れます。この議題としては資料１でありますが、このまちの将来像の「笑顔の

まち村上」については、確かに他の文言に変えてもよいのではないかと、「あ

ふれる」とか「満ちた」とか、そのようなこともあってもよいのではというご

意見もあるとともに、この「笑顔のまち村上」でよいのではないかというよう

なご意見も頂戴したところでございます。 

そのことも踏まえて、審議会としては市長に答申する時までには決めなけれ

ばいけない話ではありますが、一応現時点においてはこのままとさせていただ

き、かつ、本日いただいた意見、「満ちた」とか「あふれる」とか、そういった

ものも検討のうえ、再度ご考慮いただきたいと事務局に対して思うところでご

ざいます。 

二つ目としましては、私が言ったことの繰り返しになってしまいますが、例

えば基本目標を６つから本を今回５つにするといったことについても、副会長

のお話もございましたが、やはりまとめるのはそれ相当に重要な重みのあるこ

とでもありますので、そこをよりわかりやすくするために、例えば資料２にお

ける丸四角のところを具体的に、まさに目標の名に値するように、目指すもの

は何なのかといったものがわかるような文言にしていただければ、より上手

く、委員の皆様からのご意見を踏まえたものになるのではないかと思われま

す。 
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というように、議題１につきまして、このようにいたしたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

それでは、今の主旨を踏まえて、事務局の方でも再度ご検討をお願いいたし

ます。 

もう一つは資料２の方ですね。これについて説明をお願いしたいと思いま

す。 

 

 

（１）基本計画の体系（案）と基本構想（素案）について（資料２）  

（事務局が資料を説明） 

 

どうもありがとうございました。 

本日はこの資料２の表現ぶりであるとか、項目であるとか、あるいは本日新

しく示されました土地利用構想などにつきまして３つのゾーンに分けるとい

う考え方が示されたところでございますが、これにつきまして委員の皆様から

ご意見を賜りたいと存じます。 

 

２ページのまちづくりの基本理念の一番下の方ですが、これはこの状態で載

るということなのか。それとも、この「創る」、「育む」、「広げる」で箇条書き

になっていますが、これに肉付けをして定義するのか、その辺をお聞かせ願い

たいです。 

 

ここの表現につきましては、「創る」、「育む」、「広げる」というところには、

様々な意味があるというニュアンスの書きぶりをしております。このような形

での掲載を考えてはおりますが、この形で載るということが確定しているもの

ではございません。 

 

２、３個質問があるのですが、「創る」の中で「物事を創り出す」と書いてあ

りますが、これは事務局の言うようにそれこそ多様な意味があるのでしょう

が、これを読んだだけでは私は理解できないのです。その後の「食を創る」と

いうのも、様々な食に関してのものが多くあるのでそのような広い意味だと思

いますし、あと「育む」で、「誇りを育む」という言葉があるのですが、これも

「～で誇りを育む」と言うのであればわかりますけれども、ただ「誇りを育む」

と定義されていると、このままこれが載るということは少し理解ができないと

いうようなこともあります。 

それから「広げる」というところで、「拡大成長する」とあり、これも広い意

味なのでしょうが、今はなかなか拡大成長するというような経済状況でもあり

ませんし、結局国も村上も提起している SDGs の持続可能な開発目標というこ

とで、この「持続可能」ということは、あまり拡大成長を求めないで着実な一

歩一歩の成長というものを目指していると思うのですが、ただ「拡大成長する」

と言うと、昔の高度経済成長ではないですが、そのようなイメージがこれを読

む限りは出てきますので、その３つの点、「物事を創り出す」、「誇りを育む」、

「拡大成長する」ということを説明していただきたいです。 

 

こちらにつきましては、先ほどもお伝えしましたとおり様々な意味があると

いうことで、「創る」につきましては「創造する」というようなイメージを持

っております。「誇りを育む」については、もしかすると馴染みがなく、「育む」

であれば２番目に記載のある「人材を育てる」の方が馴染みのあるものなのか

もしれませんが、このようなものもあるという意味合いで作らせていただきま
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した。 

また、「広げる」というところは委員がおっしゃるとおり、最近であれば「持

続する」というような言葉が流行りに近いかもしれませんが、ただ成長してい

こうという前向きな思いというものは必要であると思っておりますので、この

ような表現を入れました。 

 

「創る」という言葉については、普通に物を「作る」という字もありますが、

これは社会を見ながら新しい状況を創り出すという意味で「創る」という漢字

を使っていると思うのですが、やはり「創る」と言うと新しい物をつくらなけ

ればダメだというような感じもしますけれども、様々な小さい会社も、様々な

ものを作り出している方も、同じ物をコツコツと社会の一つの一角として一生

懸命に物を作っていらっしゃる方もいると思うので、そのような既存の職人さ

んなどの地道な努力というものを、あまり新しいものを作らなければダメだと

責め立てるというわけではないですが、そのようなことをここから感じたので

すが、その辺はいかがでしょうか。 

 

決して責め立てるような意味は全くございません。事務局としましては、前

向きに上を向くような思いを込めた書きぶりとしているところでございます。

皆さんで感じるところは様々違うかもしれませんが、前向きな思いでございま

す。 

 

お二人の意見を聞きまして、「広げる」という前向きな言葉は私もよいと思

います。委員のおっしゃることも理解できます。今の時代に「拡大成長」とい

う言葉は、戦後の復興期ではあるまいし、このような言葉はどうなのでしょう

か。前向きといえば前向きなのでしょうけれども、「広げる」という言葉の中

にこの「拡大成長」ではないもう少し違った言葉か、もしくは先ほど SDGs の

ことも出ましたが、「繋げる」とか「充実させる」とか「継続させる」とか、今

あるものを未来に繋げる、こどもたちに繋げていく、そういった途切れさせな

いことすら足りていない世の中に、拡大ということはどうなのか。できるに越

したことはないのですが、確かにプレッシャーとかも踏まえて。話は逸れます

が、木材と農林水産業に関わっていますと、国や県の補助金というのは増林と

か田んぼの拡大とか、今まではそういった成長戦略でなければ補助金が出ない

というような世の中だったのですが、持続可能な社会にしていくために、田ん

ぼもやめたくない、漁業もやめたくない、林業もやめたくない、続けていくた

めにどうしたらよいかという方に国も県も市もしようとしていくべきではな

いかと思うなかで、「拡大」はどうなのかと思ったので、これはやはり未来に

繋げる、こどもたちに繋げていくというような明るい繋げ方というか、満ちた

うえで継続させていく努力のような言葉があればよいかと思いました。 

 

今のご意見にとても賛同しました。 

同じようなことになるかもしれませんけれども、以前事務局に文章で提案し

たことがあったのですが、基本理念の文面のところでやはり私も疑問を感じて

います。なので、このような文面を提案したいと思ったのです。 

「豊かで美しい自然が残されていること、歴史・伝統を誇りに思えるまちで

あること、人々の生業が産業として発展し、まちに活気があふれ、人々が持て

る力を発揮できていること、この地域に生まれた人、育った人、住み暮らす人

がともに心のふるさととして、常に誇りに思えること、これらを育み、さらに

創り、広げることという基本理念に立って、まちづくりをしていきます」とい

うような文章を考えたのです。 
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これは市民憲章などにも沿っていると思いますし、まちづくり基本条例の前

文にも「育む」、「創る」、「広げる」は沿うものだとは思うので、このような表

現を提案したいと思いました。 

それからもう一点は、１ページの将来像のところの文面のことなのですが、

下から３行目、「市民一丸となって取り組んでいく姿を象徴する」というとこ

ろがあるのですが、そこが少し引っかかりました。それは、「市民一丸となっ

て取り組んでいく」は削除して、その代わりに「市民がそれぞれの立場ででき

ることを主体的に取り組む姿をイメージして」というような表現で書き換えて

いただけたらなと考えました。 

その理由は３ページの「まちづくりの基本目標」の２～３段落のところを見

てください。新たに加えられた文章が２つの段落にあって、「まちづくりは行

政だけが」と「また、その取組は、全ての人々にとって」ということが書かれ

ていますが、この文面で謳うような多様性を認める内容から見ると、先ほどの

「市民一丸」ということは少し矛盾した表現ではないかと感じたからです。「一

丸」ということは多様性を排除するような意味が含まれる表現なので、そこを

削除して先ほど提案したような「市民それぞれの立場でできることを主体的に

取り組む姿をイメージする」という表現にしたらどうかと提案したいと思いま

す。 

それからもう一点、先ほど資料２の１ページの下の黒丸４つの文章は、こち

らの方がよいのではないかとお話したのですが、ただ３番目の丸の「豊かで美

しい郷土に人々が」という表現の冒頭に、私は「自然が」という言葉を入れた

方が、イメージがはっきりするのではないかと思ったので、それを提案したい

と思います。 

 

ありがとうございます。文章案についてのご意見でございました。 

 

一つ気になった点が、最後の方にデジタルのことがすごくしっかり書かれて

あります。先ほどの話にもあったとおり、「持続可能な」という言葉が使われ

ていて、それがまちづくりの基本目標のところに SDGs ということで表現され

てありますので、デジタルも是非、このまちづくりの基本理念もしくは基本目

標のところに「デジタル」という文言を入れていただいて、これだけ今回しっ

かりとデジタルを介した政策をしていくわけですので、取り入れていただけた

らもう少しイメージが付きやすいかと思いました。 

 

ありがとうございます。 

委員のご意見は、基本目標の柱に「デジタル」ということがわかるような、

政策分野では書かれているものなのでそれを明確にするべきではないかとい

うことでしょうか。 

 

ここで発言するものではないかもしれないのですが、私がこの審議会に一般

公募で応募したのは、今世界や日本を席巻している新型コロナウイルスを村上

市はどのように捉えて、確かに村上は発症者も少ないと言えば少ないのです

が、昨日も３人プラスということで、徐々にこのコロナウイルスは新潟県にも

身近に迫っているという感じです。今皆さんと語っているのはあくまでも第２

次総合計画を継承しつつ新たなものを作っていくということなのですが、新型

コロナウイルスの変異株が世界を席巻しているような状況で、その危機感とい

うか、第２次総合計画は平和な状態でやっていたと思うのですが、今ははっき

り言って緊急事態、あるいは非常事態と言ってもよいと思うのです。それがこ

の全体の議論の中である程度しっかりした、コロナに対する心構えというもの
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をきちっと一項目設けて、市民の皆さんにも考えてもらうということが重要だ

と思います。私はこのコロナウイルスはかなり人間の弱みを突いてくるような

非常に危険なウイルスだと思うので、そう簡単にアフターコロナとかは言えな

いのではないかと思っています。これから仮に５年間の第３次総合計画の中

で、やはりその危機感を持って、５年経っても収まらないかもしれないし、村

上市もどうなるかわからないということもあるので、その点の危機感を持っ

て、この総合計画にも何か一項目設けていただきたいというのが私の思いで

す。 

 

今のご意見はとても大事なことだと思いました。それを聞いて、先ほど体系

のところで、基本目標の表現についてより具体的にこうしたらどうかという提

案をした文章があったのですが、私は今のようなものも考慮して、基本目標２

のところで「自然が豊かで癒される生活環境を維持する」という目標と、「大

災害や新興感染症、事件・事故などから生命や財産を守る生活環境を整備して、

より安心して暮らすことができる住民を増やす」という、５年間で少しは目標

達成ができるのではないかという目標を提案したいと思います。 

時代の流れで大きな気象異常とか、大災害、それから地震の不安などという

ことはありますが、人間の英智を集結して対応しなければいけないけれども、

そこから守るための生活環境ということを、やはり具体的に整備していく。

様々な制度とか、万が一の時の対応の在り方というものを検討していくことに

ついて、分野の目標として具体的に挙げてみたら、今の委員意見のようなこと

にも繋がるのではないかと提案したいと思います。 

 

ありがとうございます。 

（１）健康のまちづくりなのか、（２）安心なまちづくりなのかはあります

が、いずれにしましても、新興感染症は災害と並んで対応していくべきもので

はないのかというご意見だと承っております。 

 

ワードの提案をしたいと思います。３ページのまちづくりの基本目標の一番

下段の方に、「様々な主体と連携、協働しながら」という表記がありますが、

昔は「連携」という言葉で表記されていたものに「協働」いう言葉が入ってき

ましたが、今様々な環境が変化するなかで、もう少しステップアップした「融

合」という言葉を提案したいと思います。実はワークショップでも出させてい

ただいたのですが、先ほどの土地利用のところでも、例えば「交通と通信の融

合」という表記がありましたが、例えば様々な主体となる団体が連携、協働、

融合していくという少し先のことも見据えた表記をしていただけたらという

お願いです。 

そうすると、例えば６ページの「多様で開かれたまちづくり」の部分でも「協

力・連携し合い」となっていますが、「協働、融合」というような形で表記をす

れば、もう少し密な関係を持って取り組んでいけるのではないかと思います。 

 

手短に２点ほど。まず１点目は、この「広げる」、「創る」、「育む」の３つの、

「広げる」という部分を今更例えば「繋げる」とか、未来に対して「繋ぐ」と

いうようなものに変えることはできないものなのかということが一つ。 

もう１点が、先ほど委員がおっしゃった新型コロナウイルスについて、多分

５年では収まっていないと思いますし、完全になくなるまでは 10 年以上かか

るのではないかと言われていますので、振り返ってみれば第３次の時にこのよ

うな計画を立てたということが、10 年後に思い出として出てもよいから、やは

りコロナに対しての村上市の安心安全なまちづくりと等しいわけですので、ど
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こかに項目として入れた方がよいかと思いました。 

この「広げる」、「創る」、「育む」について、市の方から教えていただきたい。 

 

質問事項ですので、２ページの「広げる」、「創る」、「育む」について、考え

方を教えてください。 

 

「創る」、「育む」、「広げる」につきましては、２ページ目の上段に書いてあ

りますとおり、第２次総合計画で掲げた基本理念を引き継ぎながらということ

で、村上市民憲章にもこの３つのワードが取り入れられております。これを引

き継ぐものと考えておりますので、変更は考えておりません。 

 

私の方から補足させていただきます。 

先ほど「広げる」の「拡大成長する」という項目にご意見をいただいて、確

かに今の時代そうだなと感じたところですが、なぜ拡大を入れたのかと言いま

すと、意図的に言えば、産業分野からすればやはり成長する、拡大するという

ことは目標になる。何度も申し上げますけれども、私ども行政の視点からすれ

ば、福祉も最高を目指さなければいけない、産業も最高を目指さなくてはいけ

ない、あらゆる人にとって思いを繋ぐという意味もありますので、そうした部

分で「拡大」というようにさせていただいたところではありますが、あまりに

も今の時代に合わないのではないかというご意見があれば、それはそのとおり

にさせていただくようなことを考えておりますが、成長していくということ

は、今の時代であっても大切なことだと捉えております。 

また、「繋ぐ」というお話がありました。「繋ぐ」というところは「育む」と

いうところに包含させていただきたいと考えております。この３つのキーワー

ドがどうしてこれなのかということを言いますが、第２次総合計画冊子の 11

ページになりますが、「育む」というところに「やさしさと故郷の誇りを育み、

人が育つまちをつくる」というように書きました。では、「育む」とは人なの

かということですが、基本理念から言えば「育む」は産業だったり、農作物だ

ったり、様々な部分のまず始まりであり、それを少しずつ大きく成長させてい

き、そして繋いでいくというようなイメージの中から「育む」というワードが

出ております。 

それから、「創る」というものは、ここでは「賑わいと輝きをつくり、活力の

ある」というような、産業をイメージするようなまちの活気みたいなところを

イメージするワードが書いてありますが、それは引っ張られてしまうのです

が、「創る」ということは物を創り出すにも当てはまりますし、様々な繋がり

を創り出すにも当てはまりますし、福祉の制度を創り出すなど様々なところで

想像力を持って、物事を一歩進んで創り出すという意味合いです。 

先ほど委員の方から持続させることであるとか、小さいところはどうかとい

うような話もありました。ですが、同じ物をつくっていても、やはり工夫をか

けていこうだとか、新しい取組をしていこうということは、「創る」という部

分に通じるのではないかというように考えておりますし、「広げる」というこ

とも、成長するということはやはり若い世代にとっても成長がないところにイ

メージが育たないということもありますし、そうした部分で広がりの持てる村

上市ということも、どこを切り取っても目指していかなくてはいけないのでは

ないかというように捉えております。 

そうした部分で、この「育む」、「創る」、「広げる」というところを様々な意

味でキーワードとして、市の根幹のところに入っておりますし、あまり時代が

変わっても不変なのではないかというように捉えております。また、ここが例

えば「繋ぐ」という言葉が入った時に、どんどん成長していった時代に繋ぐと
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いういうことはどうなのかというように捉えるところもありますので、そうし

たところで、もう一度お考えをいただきたいというように思います。 

また、先ほど委員の方から、基本目標の４ページのところに、「豊かで」の前

に「自然」という言葉を付けた方がよいのではないかというお話がございまし

た。「豊かで安心のまちづくり」の「豊か」というところに、先ほどの話ではな

いですけれど様々な文が入りまして、ここを「自然豊かで」としてしまうと自

然に引っ張られてしまいまして、なかには他の委員のように、まちを眺めると

殿様になったような気分でやはり景観がよいなど、自然だけではないのです。

やはりそうした部分で、景観であったりまちの姿であったり、それを「豊か」

という言葉に包含させたということで、「自然」と付けるとやはり自然環境と

いう形に引っ張られてしまうということで、あえて除いたということになって

おります。 

なお、①から⑩の中に、様々な部分で込められておりますが、ここで感染症

対策が足りないということでご指摘をいただいたので、さすがに今の時代は、

感染症対策はこれからも続くと思いますので、そうしたものを加えていければ

よいと思っております。 

 

今のお話のところで伝え間違いをしたのかもしれません。「自然が」を付け

ると言ったのは、資料２の１ページの下に黒丸で４項目書いてありますが、こ

この３番目の冒頭のところに「自然が豊かで美しい郷土に」といるのかと思っ

たのです。その方がしっくりくるのではないかという意味でした。 

 

大変失礼しました。１ページにつきましても同じように考えますと、「自然

が豊かで美しい郷土」は、自然ばかりであってよいのかという部分もあります

ので、そこは委員の皆様の方で「自然が豊かで」とした方がよいということで

あれば、「自然が豊か」とした方がよろしいかと思いますし、自然だけではな

い様々な部分が豊かだということであれば、また自然だけに拘らないのであれ

ば、敢えて付けるべきではないというように思いますが、いかがでしょうか。 

 

ありがとうございます。 

恐れ入ります。各委員の皆様にお伺いしたいのですが、議論をしていくと２

時間を優に超してしまう可能性があります。実は私もいろいろと用意してきた

のですが、私だけでも 30 分はかかります。なので、この場でどうしても言っ

ておきたいこと以外のものは、例えば期限を区切って再度意見を提出させる機

会を事務局で設けていただけませんか。よろしいでしょうか。 

ということで、大変恐縮なのですが、私の方でも実は 2,30 分申し上げたい

こともありますが、それでは皆様の貴重な時間を取ってしまいます。既に意見

を提出する様式があるかと思いますので、それを事務局から示していただいた

うえで、期限を区切って今日の会議では言えなかった、言い足りなかった意見

というものを出していただく。その機会を事務局の方で設定していただきたい

と思います。皆さんそれでよろしいでしょうか。 

大変申し訳ないですが、私の議事進行が悪く大分時間を過ぎてしまったこと

をお詫びいたします。とは言うものの、やはりこの場で、今後意見を提出する

にあたって確認しておきたいことがございますでしょうか。 

 

細かいところは、今会長の方から提案があったとおり文章で出したいと思い

ますが、１点確認したいことがございます。第３次総合計画では、資料２の２

ページで基本理念の「創る」、「育む」、「広げる」の３つのテーマが、今申し上

げた順番になっていますが、第２次総合計画では、「育む」、「創る」、「広げる」
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という順番になっておりました。この順番を入れ替えたのは何か意図があって

のことなのか、そこを確認したいと思います。 

 

資料２の２ページに、「創る」、「育む」、「広げる」とあり、文中に「志」とい

う言葉も使わせていただきまして、この３つのワードが原動力になって物事を

進めていくという力を生み出すようなイメージを持っております。図で書いた

とおり回るようなイメージを持っております。回るとなった時に、創って育て

て広げるというような回りの方が理解しやすいのではないか、わかりやすいの

ではないかというニュアンスで順番を変えていました。 

 

他にこの場で確認しておきたいことはございますでしょうか。よろしいでし

ょうか。 

では、この資料２については今後追加意見を提出する機会を設けていただく

ことを前提にして、この場ではこれでクロージングさせていただきたいと思い

ます。 

 

 

４ その他 

（１）次回の開催日  

（事務局が説明） 

 

５ 閉会 

以上 

 


